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平成 25 年度の主要な事業について

1 景気 ･市財政の動向
我 が 国の経済 は、 景気後退局面 にある ものの、 底入れの 兆 しが見 ら

れ、 このとこ ろの円安傾向に伴い、 輸 出に改善が期待されて いるほか、
政府が打ち出した景気対策による公共投資の増加も見込まれています。
しか しなが ら、 地域 経済の回復 につきま して は、 依然と して 不透明

な状況にあり、 市民生活にも大き な影響を及 ぼ しています。
本市の財政につきましては、 社会保障費の増加などにより大変厳し
い状況が見込まれます。
こうした状況の中では、 将来を的確に見据え、 次の世代に責任の持

てる財政を念頭 に置きながら、 常にコス ト意識とス ピー ド感 を持って、
市民サー ビスを提供することが重要であると考えます。

2 平成 25 年度当初予算に計上した事業
平成 2 5 年度の当初予算は、 厳しい財政状況のなか、 政策的な事業予
算については慎重に判断するため、 人件費 ･公債費等の義務的経費や
施設管理費等の経常的経費を中心とした ｢骨格予算｣として編成しまし
た。
ただし、 新病院整備などの地域医療の充実、 大規模災害に備えた防
災 ･減災対策や子育て支援事業については、 市民生活に支障が生じな
いよう早急な対策を考え当初予算としています。
主な事業は次 のとおりです。

①新病院整備事業関係
桑名総合医療センターが中心となり、 平成 27年 4 月の開院を目指

して新病院の整備を進めます。

②本庁舎 耐震補強事業
震災時における来庁者や職員の安全確保、 行政機能の保全、 また、

防災拠点としての庁舎機能の保持のため耐震補強工事を行います。

③ (仮称)城南地区防災センター建設事業
木曽川河川下流事務所が進めている河川ステーンョンの一部に、 津

波や高潮洪水から避難し遅れた地域住民の一時避難場所としての利用
に加え、 地域の防災拠点の役割を果たすための施設を建設します。

④防災意識啓発事業
桑名市が有識者の意見を取り入れながら職員を対象とした防災意識

付け、 市民を災害から守るための災害時の対応、 被災者への対応を円
滑に行う手法を学びます。
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⑤陽だまりの丘複合施設整備事業
地域でスポーツ文化活動ができる生涯学習機能と子育て親子の交流や

相談など、 子育て支援機能を兼ね備えた複合施設を建設します。
平成25年 6 月 に完成 し、 8 月 中旬に供用開始を予定しています。
愛称を公募した結果、『ぼかぼか』 に決定しました。 galoB穣

⑥学力 ･教師力向上推進事業
各 学校において、 い じめ ･ 不登校の未然防止 ･ 早期対応を図り、 児

童生徒が安心して学校生活を送ることができるよう、 学校満足度調
査を実施 します。

⑦北勢線運営支援事業
暫定的に平成 2 5 年 ~ 27 年 度 の 3 年間、 北勢線の運営を支援 します。

⑧家庭用新エネルギー普及支援事業
住宅への太陽光発電設備等の設置に対 し、 1 件あたり 3 万円を助成

しま す。

⑨住宅リフォーム促進事業
居住環境の改善とともに、 地域経済の活性化も図るため、 前年度に

引き続き住宅リフォーム工事費の一部 (最高 lo 万円)を助成 します。

⑲凹県営湛水防除事業 (大島排水機場副
長島中部地区の湛水被害を未然に防止するため、 大島排水機場の改

修工事を行います。

巴9水環境整備事業 (長島中部)
引き続き、 農業水利施設の利用保全、 生態系保全、 親水景観保全に

考慮した整備を行います。

毯の特定臨外 宏"生 物腹亢亟除事蟇業ン
特定外来生物 (ヌートリア) による水稲、 野菜への被害防止のため

の防除を実施 します。

3 今後の考え方
平成 25 年度には、 新市長の 7 つの ビジョ ンを具現化するため、 市の

今後の方向性を定める総合計画を策定する予定です。
また、 投資的経費を中心とする政策的な事業費については、 6 月議

会の補正予算を ｢肉付け予算｣ として編成する予定です。
その中では、
①財政状況の公表
②公共施設のマネ ジメ ント

③防災教育 掩★鍼靴せり
④子育て支援
⑤桑名の ｢ブランド｣ 化
等に関する事業を盛り込む方向で検討しています。
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